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NISA は、令和５年度税制改正大綱等において見直しがされたため、以下に補足します。 

EK16「金融の基本と常識」補足資料 

 

1）「NISA」って何だろう？（Ｐ138,189） 

 

 

テキスト掲載されているように、NISA 制度は、2023 年までは、「NISA」「ジュニア NISA」「つみたて

NISA」の 3 つがありました。18 歳以上の成人については「NISA」または「つみたて NISA」のいずれか

を選択して活用する形でした。 

令和５年度税制改正大綱等において、2024 年以降、NISA の抜本的拡充・恒久化が図られ、新しい NISA

が導入されました。 

 

【新 NISA 制度のポイント】 

・非課税保有期間の無期限化 

・口座開設期間の恒久化 

・つみたて投資枠と、成長投資枠の併用が可能 

・年間投資枠の拡大 

（つみたて投資枠：年間 120 万円、成長投資枠：年間 240 万円、合計最大年間 360 万円まで投資が可能。） 

・非課税保有限度額は、全体で 1,800 万円 

(成長投資枠は、1,200 万円。また、枠の再利用が可能。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所 金融庁 https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/about/nisa2024/index.html を一部改変 

これまでの制度との関係 

これまでのつみたて NISA 対象商品と同様 

2023 年末までに一般NISA 及びつみたて NISA 制度において投資した 

商品は、新しい制度の枠外で、これまでの制度における非課税措置を適用 
※これまでの制度から新しい制度へのロールオーバーは不可 

これまでのつみたてNISA と同様、定期的に利用者の住所等を確認し、制度の適正な運用を担保 


